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理       科 
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「解答例」 

 

【Ⅰ】 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅱ】 

 

 

 

 

【Ⅲ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） １‐⑥ 

（２） ２‐① ３‐⑦ 

（３） ４‐⑤ 

（４） ５‐⑤ 

（５） ６‐②・⑤ 

（６） ７‐⑧ 

（７） ８‐⓪ 

 

（１） ９・10‐⑥・⑨（順不同） 

（２） 11‐⑤ 

（３） 12‐③ 

（４） (ａ) 13‐①  (ｂ) 14‐③ (ｃ) 15‐③ (ｄ) 16‐③ (ｅ) 17‐④ 

 

（１） 18‐② 

（２） 19‐② 

（３） 20‐⑥ 

（４） 21‐⑧ 

（５） (ア) 22‐④ (イ) 23‐② 

（６） 24‐⑤ 

（７） 25‐③ 

 

 



 

【Ⅳ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅴ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） (ア)‐⑤ (イ)‐① (ウ)‐⑬ (エ)‐② (オ)‐⑧ (オ)‐⑩ 

（２） ４９ 

（３） アルミニウムの表面に非常に薄い酸化被膜が形成され、腐食が抑制され 

た状態である。 

（４） テルミット反応 

（５） ２Ａｌ(固) ＋ Ｆｅ₂Ｏ₃(固) → Ａｌ₂Ｏ₃(固) ＋ ２Ｆｅ(固) 

∆Ｈ ＝ －８５２ｋＪ 

（６） 1.20 × 102ｇ 

 

（１） ２Ｈ₂Ｏ₂ → ２Ｈ₂Ｏ ＋ Ｏ₂ 

（２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） (ア) ０.８９１（または8.91 × 10−1） 

(イ) ０.３２８（または3.28 × 10−1） 

(ウ) ０.０１０９（または1.09 × 10−2） 

（４） 反応時間０～１２０ｓの反応速度 𝜐 とＨ₂Ｏ₂濃度の平均値Ｃ
̅̅ ̅
との間には 

比例関係が見られるが、１２０～１５０ｓの値だけ外れている。 

（５） ℯ0.01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




